
こどもたちはクリスマスソングを歌う声だけで何重奏もの音楽ができるアカペラを初めて体
験し、その魅力が伝わったようです。

宮大が都農町寄附講座等
で行っている活動や情報を、
定期的にお知らせします！

令和6年10月号

寄附講座とは、教育研究の進展及び充実を図ることを
目的として、大学や研究機関などに対し寄附を行い講座を設置する制度です。町とし
て単独での寄附講座の開設は全国的にも珍しく、宮崎県内では初めての取り組みです。

★☆都農に来る宮大のひとたち紹介☆★

つのまるケア講座日常の一コマ by 枝元先生

9/26 つのまるケアミーティング

10月けんこう講話巡回講座（駅通・都農組）

根岸 裕孝（ねぎしひろたか）学部長
宮崎大学地域資源創成学部教授 (地域経営学専門)

～～～～プロフィール～～～～
博士（経済学）栃木県出身。趣味：滝行
九州大学大学院経済学研究科修士課程修了。

2001年～ 宮崎大学 教育文化学部 講師、准教授
2016年～ 宮崎大学 地域資源創成学部准教授を経て教授
2024年10月～ 同学部長

私事ですが、先日結婚式を挙げ、多くの方々に祝福して
いただきました。都農町で妻との生活を始めて半年になり
ますが、本当に良くしていただいています。それにしても、
80歳・90歳を超えてもお元気な方がとても多く、グランド

ゴルフやスズキハウスでの交流などを楽しまれて
いる方を見ていると、こちらも元気が出てきま
す。妻も買い物の際などに何気なく声をかけて
いただくことも多いようで、世代を超えた交流
がある温かい町だと改めて感じています。町に

ご恩返しできるよう、これからも頑張っていきす！

医療・福祉・保健などの多職種で連
携するために「まずは各事業所のこと
を知ろう！」という目的のもと、都農
町内の事業所に月替わりで取り組みを
紹介してもらっています。住みやすい
町にしたいという目的は同じでも、実はあまりお互いの活
動内容を知らないことが多いものです。四季折々のイベン
トを開催している介護事業所さんや、障がい者の相談窓口
としての悩み、職員同士の情報共有の方法など参考になる
事例も多く、今後の活動に活かせる会議となりました。

10/15駅通地区では、過去最多22名のご参加がありました。
94，95歳の元気な方々をはじめ活発に質問が行き交い、参
加した実習生２名はパワーに圧倒されていました（笑）。
10/21都農組では、インフルエンザや帯状疱疹など予防接
種に関する質問が多くあり、ひざの痛みと運動についても
お話ししました。ご参加の皆様、ありがとうございました。

10月より地域資源創成学部の学部長に就任いたしました

根岸です。日頃より本学部の教育・研究・社会貢献につき

ましてご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

また、２年間の寄附講座の延長をいただき重ねまして

厚く御礼申し上げます。本年は寄附講座設置から５年目

を迎えました。これまで多くの学生たちが都農町で地域

づくり・まちづくりを学ばせていただきました。

先日は、私自身も学生と共に行真寺さんでの滝行に

参加させていただきました。今後とも、学生・教職員が

いろいろとお世話になります。よろしくお願い申し上げます。



新！デジタル版

編集・作成：宮崎大学研究・産学地域連携推進機構
発行日：2024年10月25日（原則毎月発行）
発行元：一般財団法人つの未来まちづくり推進機構
問い合わせ: 0983-32-1270（つの未来財団）

10/12 PBLみなと児童館こどもカフェに参加出口ゼミ4年生 木脇愛都(きわきまなと）さん活動紹介
インタビュー

9/29 PBL滝行体験 日帰り観光ルート開発編

10/19 宮大軽音部あきかんが都農ワイナリー
ステージでライブ🎸

11/16･17大学清花祭＆宮大WakuWaku体験デー
大学祭ではサークル、部活、研究室による展示や体験、ライブ、
コンサート、出店などでキャンパスが大変盛り上がります。
小中学生向けのイベントも多数開催。是非、この機会に
活気ある大学生の活動に触れ、キャンパスを感じに宮崎
大学へ遊びにきてください。「みやだいわくわく」で検索！

ＰＢＬの１年生が都農町の観光資源として滝行があることを聞き知り、
学生立っての希望で、藤見地区の行真寺にて滝行体験をさせていただきま
した。住職荒川滄海氏による瑜伽瞑想についての講話の後、希望者６名が
滝行着に着替え、５メートルほどの高さのある滝に約５分間打たれました。
九州八十八か所めぐり巡礼地の一つである行真寺では、滝行の受け入れ

を行っており「広報つの」にも観光体験スポッ
トとして掲載されています。普段考える機会の少
ない宇宙や精神世界の講話と、自然と一体となる
滝行体験という非日常のひとときは特別感があり
ました。今後の授業では、滝行を含む藤見地区を
中心とした都農町日帰り観光ルートの開発、企画、
試行、提案までを行うことを目指しています。

都城市出身、趣味：バラエティ番組(特にいろはに千鳥)観賞
インターンシップ：Ｒ５年夏に１カ月都農町観光協会勤務
研究テーマ：都農町下浜地区における歩行と自動車による

津波避難訓練

今年の５月と７月に下浜地区と福原尾地区にて、約90名の
皆様に聞き取り、アンケート調査にご協力いただきました。

皆さんお忙しい中、貴重なお時間を下さったことがとても嬉しかったです。
ゼミ活動で都農東小学校の皆さんと一緒に自転車をこいだり、インター

ンシップでお世話になった都農町観光協会さんでは、ぶどうの搾汁など
色々な経験をさせていただき、新鮮で楽しかったです。自分の卒業論文を
書くことやインターンシップ活動はたくさんの人に支えてていただいて初
めて成り立つことを学びました。
卒業研究では、津波が発生した時、要支援者の方や津波避難所から遠い

場所にお住まいの方が、どうしたら無事避難できるかの方法を検証したい
です。また、有事の際に素早く避難するために、普段からどのような関係
性を築けば良いかを考察したいです。下浜地区の方だけでなく、都農町の
皆さんの津波避難に対する防災意識向上を促すきっかけとなる卒業論文を
書けるよう精進して参ります。今後とも見守っていただけると有難いです。

毎月開催されているこどもカフェのお手伝いにＰＢＬⅠ,Ⅱの
学生５名が参加しました。スタッフの方々のプロフェッショナ
ルな食事準備、会場設営体制に学生は驚いていました。美味し
いお料理膳ができあがり、無事お客様に提供。終了後は、クリ
スマスパーティーの企画打ち合わせを代表の黒木さんらと行い
ました。ゲーム企画など12月に向けて学生が準備していきます。
12/21(土）は下浜みなと児童館こどもカフェのクリスマス、

どうぞ楽しみに
ご予定ください。
運営スタッフの
皆様ありがとう
ございました。

毎年恒例の部内イベントで、10バンド40名が演奏したライブ。
今回初めて都農ワインで開催しました。あいにくの雨模様でし
たが、晴れ間には見晴らしの良い格別な
ロケーションで演奏を楽しみました。
大雨のたびに避難し、皆で濡れながら
笑いながら片付けして、と和気あいあい
と乗り切った学生たち。当日は都農ワイン
新酒発売日、ワインを買って楽しむ参加学生の姿もありました。


